
くらしのなかの 水道・下水道水道・下水道
〜災害対策の取り組みについて〜

防災カメラ設置と水道連携協定

■防災カメラを整備しました！
　近年の局地的な豪雨などによる災害に対応するため、市内の主要なインフラ施設に防災カメラを設置
しました。これらの映像は、市民をはじめ多くの方に情報を提供するため、市ホームページで公開して
います。気象情報と併せてご覧いただき、災害時などの情報収集にご活用ください（スマートフォンか
らも利用できます）。

■水道水供給の連携協力について、蔵王町と基本協定を締結しました
　基本協定には三つの目的があります。①広域連携の一つとして自然災害による水道施設の被災による
水の安定供給リスクを抑えるための緊急時連絡管の新設、②水道用資機材の相互融通および共同調達に
よる経営コストの縮減、③両市町の水道従事職員の技術の維持向上を図ること、これらの目的を達成す
るため連携して取り組んでいくことで合意しました。

問上下水道事業所　☎25-5522

　水道・下水道は皆さんの衛生環境を整える一番身近で大事な公共物です。隔月で水道・下水道につい
てお知らせします。

▲選択した場所の映像（写真は福岡狐峯一番）
▲�白石市公式
　ホームページ

▲基本協定を締結しました

▲トップ画面の「防災カメラ」をクリック

▲一覧または地図のカメラマークを選択

▲蔵王町からの水道水連携エリア
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▲�八幡坂窯跡の須恵器カメ　接合・復元中

▲�大畑遺跡の瓦は幅20cm・長さ35cm
　重さは５㎏で、白石城の瓦の2.5倍
　新生児の平均体重より重い

大畑遺跡の瓦 白石城の瓦
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▲�大畑遺跡の正倉　一辺９mの礎石建物跡
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